
令和６年度 公益社団法人 信濃教育会 

全県研究大会開催要項 

辰野町立辰野西小学校  

一 期日    令和６年１１月２２日（金） 

二 会場    辰野町立辰野西小学校  （電話 0266-41-0383） 

三 日程 

 １ 受付（正面玄関）                 １３：１０～１３：３０ 

 ２ 開会式（大会議室）                １３：３５～１３：４５ 

（１）開式の言葉                

（２）主催者挨拶       信濃教育会研究調査部    松嶋 則行 様 

（３）辰野町教育委員会挨拶  辰野町教育委員会 教育長  宮澤 和德 様                    

（４）諸連絡          

（５）閉式の言葉        

 ３ 研究の説明（大会議室） 研究主任 村澤 陽介   １３：４５～１３：５５ 

 

４ 授業公開                     １４：０５～１４：５０ 

教科 単元名（予定） 授業学級 授業者 会場 

国語 お話のさくしゃになろう ２年知組 栗屋 裕子 ２年知組教室 

体育 マット運動 ４年知組 柴  哲也 あおぞら体育館 

外国語 Let′s go to the zoo ５年知組 渡邉 成樹 外国語教室 

道徳 健太の役割 ５年仁組 上柳 智寛 ５年仁組教室 

算数 データの整理と活用 ６年知組 齋竹 優希 ６年知組教室 

図工 言葉から想像を広げて ６年仁組 大槻 潤 図工室 

 

 ５ 授業者との懇談（大会議室）               １５：００～１５：３０     

・参観していただいた授業や日頃の実践について、グループで懇談できればと考えます。 

・詳細については、参加者人数により、当日お知らせいたします。 

   

６ ワークショップ・講演（大会議室）         １５：３０～１６：３０ 

 共同研究者：信州大学助教授 宮野 尚 先生 

 演   題：「子どもと教師の主体性について考える」 

 

７ 閉会式（大会議室）                １６：３０～１６：４０ 

（１） 開式の言葉      

（２） 学校長挨拶     辰野西小学校長  袖山 秀明 

（３） 諸連絡        

（４） 閉式の言葉      

  

四 その他 先生方へのお願い 

 １ 持参品 

① 飲み物（各自でお願いします） ②上履き 

 ２ 信教役員の皆様をはじめ一般参会者の先生方の入口はすべて，正面玄関となります。下足箱また

は下足置き場をご利用ください。 

 ３ 駐車場は，JA 駐車場を借りていますのでご利用ください。（別紙参照）なお、校舎前（正面玄関

前）は、ご来賓・共同研究者の先生方の駐車場となります。 

 ４ 別紙の案内図を参照の上，ご来校ください。 



辰野西小学校案内図（一般参会者用）

ユニバース光学工業（株）

駐車場は…
ＪＡと虹のホールの間の細い道を入り、奥の右手駐車場か、ＪＡ駐車場に

お停めください。下の図 の場所です。校門入って右手にもありますが、

駐車スペースが狭いので、ご協力をお願いいたします。

至 箕輪 国道 １５３号線 至 小野

石川島汎用機械

（ＩＨＩ）

至

役
場

横川川

天竜川

至辰野駅

旧辰野病院跡

至伊那新町駅

宮木駅

ＪＡ

宮木
泉水

宮木
辰野
公園

ラ
ー
メ
ン
大
学

宮木
仲町

宮木
下町

西小
学校

宮木
東町

宮木
辰巳町

城前 辰野東小

辰野中

至 箕輪

豊南短大

県道（竜東線）

辰野ＰＡ

ここが
西小です

西小 ＪＡ 虹の
学校 校 庭 ホ-ル

ﾏﾂﾓﾄ
ｷﾖｼ

宮

木

駅 床屋

第1体育館

あおぞら体育館
正 面 玄 関

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ

中 央
道



階段 便所 便所 階段

階段 便所 便所 階段

階段 便所 便所 階段

階段

階段 便所 便所 階段

階段 倉庫

物置

階段

渡

り

廊

下

第

１

体

育

館

辰野西小学校

渡

り

廊

下

渡

り

廊

下

粘

土

釜

階

段

便

所

書

庫

測

定
室

保

健
室

小

会

議

室

物

置

南校舎２Ｆ
放

送

室

更

衣

研

修

室
職員室

事

務

室

校

長

室

調理室 家庭科室
沿革史室

金管ルーム

給食室

休憩室 流し
スペシャル

サポート

ルーム
１知 １　仁 相談室

渡

り

廊

下

便
所 児童玄関

南校舎３Ｆ

校務技師室

第１音楽室

(英語遊び) 北校舎１Ｆ

階

段

便

所
郷土室

2　知 2　仁
日本語
教室

南校舎１Ｆ

階

段
便

所
ことばの教室

あおぞら
体育館

小プール
大プール

教材室

大会議室

図工室
職員玄関

北校舎２Ｆ

ロビー 図書館ほっと
ルーム

やわらぎ
1組

はばたき
やわらぎ
2組

やわらぎ
3組

学習室
司書室

北校舎３Ｆ
流し

多目的ルーム 第２音楽室外国語
教室

３知 ３仁
学

習

室

教

材

室
４　知 ４　仁

音楽
準備室

教材室

　廊下

第１理科室
５仁 ５知 児童会室 ６仁 ６知

教

材

室

理科準備室

令和６年度　校舎配置図

北校舎４Ｆ
流し



1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



 
19



図工科学習指導案  

令和６年 11月 22日（金）５時間目 ６年仁組 男子 15名 女子 18名 計 33名 授業者 大槻 潤 

 

個人研究テーマ 

意欲的に取り組みながら、より追究を深めることができる図工学習のあり方 

 

単元名「言葉から想像を広げて」 

本時の位置：３時間中第２時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】 

・前時で考えた材料やイメージを確認する。 

【中】 

・自分の選んだ技法を使いながら、詩のイメージに

合う抽象画の制作を行う。 

・途中、仲間同士で鑑賞の時間を取り、自分の考え

ているイメージに近くなっているか再考する。 

【おわり】 

・自分の思っているイメージに近いかを確認し、次

時への制作意欲を高める。 

 

主眼（本時のねらい） 

「自分の好きな詩を抽象画に表す場面で、イメージ

に合った材料や技法を選んだり、仲間同士で作品の

鑑賞をすることを通して、自分が創造した抽象画を

制作しようとしている」 

 

 

MEMO（座席表や資料添付も可）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の工夫ポイント！（箇条書きで簡単に） 

・様々な技法を使うことができるように、学習した

技法を掲示しておく 

・仲間同士で鑑賞することで、自分が考えているイ

メージを高める 

・自分の考えているイメージに合うよう、技法を選択したり

仲間の作品を鑑賞したりしながら自分の作品に活かそうと

していく姿 
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算数科学習指導案  

令和 6年 11月 22日（金）5時間目 6年知組 男子 10名 女子 9名 計 19名 授業者 齋竹 優希 

 

個人研究テーマ 

子どもの「やりたい！」を実現する授業づくり 

 

単元名「データの整理と活用」 

本時の位置： 9時間中第 6時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】 

・前時までに使ったデータの確認を行う。 

・データのちらばりと代表値の両方の視点で改めて

見比べ考察し、優勝チームの予想を行う。(個人追

究) 

 

【中】 

・考えを伝え合う。(共同追究) 

・優勝チームを知って、どの考え方がよかったの

か、どうしたらよかったのかを考え直す。 

 

【おわり】 

・本時のまとめを行う。 

・次時につなげたいことをリフレクションカードに

書く。 

 

主眼（本時のねらい） 

前時までにデータの整理の仕方を学んできた子ど

もたちが、駅伝大会の優勝チームは 2つの大学のど

ちらかを予想する場面で、データのちらばりと代表

値の両方の視点で改めて見比べ考察し自分の考えを

伝え合ったり結果を知ったりすることを通して、根

拠をもって説明することができる。 

 

MEMO（座席表や資料添付も可） 

 

 

 

 

 

 

 

本時の工夫ポイント！（箇条書きで簡単に） 

・日常生活に根ざし、結果から自身の考えをフィードバ
ックできる題材として陸上大会の結果予想を行うこと。 
・個別とグループでの活動を合わせ、まわりの友達に
相談しながらの追究の場を設けること。 
・支援が必要な児童に対しては、教師が個別に寄り添
い、自分なりの考えをもてるように支える。また、児童
の考えを認めながら机間指導を行う。 
・子どもの言葉から〈まとめ〉を行うこと。 
・その日の学びをふりかえり次時につなげるためのリフ
レクションカードの活用。 

・単元を通しての学びの深まり。当該学習内容を活か
しながらデータを考察する姿 
・優勝チームを知ってどの考え方がよかったのか、どう
したらよかったのかを考え直そうとする姿 
・代表値とデータのちらばりの両方から根拠をもち予想
をする姿 
・まわりに自分の考えを伝えようとする姿 
・友達の考えを聞き認める姿 

21



外国語科学習指導案  

令和６年  

１１月２２日（金）５時間目 

５年知組  

男子１８（２）名 女子１５名 計３３（２）名 

授業者  

渡邉 成樹 

 

単元名  「Let’s go to the zoo.」 

本時の位置：９時間中第８時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】 

・Greeting & ３Questions  

・Small talk ＆ Let’s chant  

・Today’s goal & Today’s point(会話ポイント) 

【中】 

・会話活動（２人ペア） 

Hello. What do you have in your town? 

We have a nice park. Where is the park? 

Go straight for one block. 

Turn right. You can see it on your left. 

Thank you. Bye. 

・中間評価（会話ポイントを主な目的として） 

・会話活動続き（２→４→all）と必要に応じた中

間評価 

【おわり】 

・まとめ（正確な英文の確認を目的として） 

・ふりかえり(学習シート) 

 

主眼（本時のねらい） 

「様々な２人ペアを作り、自分のオリジナルタウンを

紹介したり、道案内をしたりする場面で、各児童が

決めた Today’s pointを意識しながら、できる限り

の英語を用いた言語活動を楽しむことができる。」  

 

 

 

 

 

 

 

個人研究テーマ 

子ども同士をつなぐ橋渡し 

本時の工夫ポイント！（箇条書きで簡単に） 

・Today’s point（会話ポイント）。 

・ペア作り２→４→All のさらなる工夫。 

・授業者と ALT の役割分担。担任は全体の把握と

ペア作り。ALT は児童のなかで一緒に活動。 

・会話ポイントを意識した会話活動。 

・自分の伝えたいことを、英語を使って、伝えよう

とする姿。 
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特別の教科 道徳学習指導案  

令和 6年 11月 22日（金）5時間目 5年仁組 男子 21名 女子 14名 計 35名 授業者 上柳智寛 

 

個人研究テーマ 

子どもたちが話し出したくなる手立ての工夫 

 

単元名「 健太の役割 」 

本時の位置： 1時間中第 1時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】 

・集団の中でのあなたの役割にはどのようなものが

あるだろう？（日直、クラスの係、委員会） 

・「集団の中での自分の役割を果たすために、大切

にすべきことは何だろう？」（学習問題） 

 

【中】 

・設定・内容の確認 

・「健太はどちらの役割を果たすべきだろうか？」

（中心発問） 

・心情円を用いて、自己の判断基準を語り合う。 

・対話的活動の後、考えをブラッシュアップする。 

 

【おわり】 

・「集団の中での自分の役割を果たすために、大切

にすべきことは何だろう？」 

・４つの観点での振り返り 

 

 

主眼（本時のねらい） 

「集団の中での自分の役割を果たすために、大切に

すべきことは何かを考える場面で、健太はどちらの

役割を果たすべきかを考え、心情円を使いながら自

己の迷いを友と語り合うことで、自己の判断基準を

明確にしていく活動を通して、自分の役割は周囲と

の関わりの上で成り立ち、そこには責任が伴うこと

を理解し、これからの集団生活の中で周囲との関わ

りを大切にしながら自分の役割を果たしていこうと

する心情を育てることができる。」 

 

 

本時の工夫ポイント！（箇条書きで簡単に） 

・心情円の活用 

・どうしてそう思った?/何を大切にして考えた

の？という「問い返し」（教師・児童） 

・ブラッシュアップタイム 

・振り返りでの４つの観点の設定 

 

 
本時ねらう「生き生きした姿」「伝え合う姿」「認め合う姿」！ 

・心情円で可視化された自分の葛藤をお互いに見合い、判断

基準を問い返し合って、お互いの考えを伝え合い、認め合う

姿。 

・対話を通して、自己の考えをブラッシュアップしようとす

る姿。 
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月日 今日の
と・ん・か・ち

「とんかち」の内容 感想

と・ん・か・ち

と・ん・か・ち

と・ん・か・ち

と・ん・か・ち

と・ん・か・ち

道徳のふり返り「と・ん・か・ち」

影響を受けた
友の考え

誓い
これから大事に
していきたいこと

「ん？」と気になって
考えたこと
内面の問い

テーマへの
「わたし」の考え

と ん か ち
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国語科学習指導案  

令和 6年 11月 22日（金）5時間目 2年知組 男子 14（1）名 女子 10名 計 24（1）名 授業者 栗屋裕子 

 

個人研究テーマ 

わかった！なるほど！もっと広めたい！につながる授業づくりを目指す 

 

単元名「お話のさくしゃになろう」 

本時の位置： １０時間中第３時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】 

・前時のふり返りと本時のめあての確認 

【中】 

・３人組になり、「中」のお話の内容を見合う。い

いなと思ったところに赤線を引き合う。感想や質

問をする。 

・違う３人組でも見合い、線を引いたり、感想や質

問をしたりする。 

・「中」の内容を選ぶ。 

【おわり】 

・ふり返りし、次時の見通しを持つ。 

 

主眼（本時のねらい） 

お話を書くための組み立ての「中」で起こる出来事

を、３つの挿絵の中から興味のある絵を選択し、絵

からイメージできることを考えた子どもたちが、そ

の挿絵をもとにして、どんな出来事が起こるのか考

える場面で、ワークシートを使って、友だちと見合

ったり、感想や質問をし合ったりして、お互いの考

えのよいところを認め合う活動を通して、お話の

「中」の出来事を具体的に考えることができる 

 

MEMO（座席表や資料添付も可） 

〇「お話のさくしゃになろう」本時資料（教科書）は、裏面にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の工夫ポイント！（箇条書きで簡単に） 

・お話づくりが構造化されたワークシート 

・友だちの話を読んだり、聞いたりしやすくするた

めに３人組を作り、活動しやすくする。 

・いいなと思うところに線を引いて可視化する。 

・困っている児童には個別に声をかける。 

・友だちのお話について「いいな」「おもしろいな」「まねし

たいな」と思ったところに線を引き、感想や質問を伝え合い、

認め合い、お話を広げていこうとする姿 
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体育科学習指導案  

令和６年１１月２２日（金）５時間目 ４年知組 男１８名 女１６名 計３４名 授業者 柴 哲也 

 

個人研究テーマ 

みんなでやろう、自分でもやってみようを大切にした授業づくり 

 

単元名「マット運動～回って・越えて・支えて～」 

本時の位置： ７時間中第５時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】○場や用具を準備し、準備運動を行う。 

○本時の課題を全体で確認する。「知組アスレチッ

クの中でかっこいい倒立を決めよう！」 

【中】○課題に対する練習をする。（体の伸ばし、

反り、足の振り上げの勢いなどの練習の場） 

・よい動きや友だちとアドバイスし合える姿を積極

的に褒めていく。 

○本時の課題に対する振り返りをする。 

○「知組アスレチック」に挑戦！ 

【おわり】○本時を振り返り、片づけをする。 

 

主眼（本時のねらい） 

ポイントを意識しながら、よりかっこいい倒立姿

勢について考えていく場面で、視線や体の伸ばし、

体の反りなどを意識して練習したり、友だちに見て

ほしいポイントを伝えてやってみたりすることを通

して、足先まで伸ばして静止した「かっこいい倒立

姿勢」をつくることができる。 

 

MEMO（座席表や資料添付も可）  

 

本時の工夫ポイント！（箇条書きで簡単に） 

・「知組アスレチック」の中で倒立を取り入れてい

くことで、様々な動きを取り入れ（体をたがやし）

ながら倒立の技能を高めていけるようにする。 

・倒立の練習をする時間と練習の場を確保する。 

・ポイントを明示した掲示物、カード等を準備。 

・腰がどの位壁から離れているか見てね・拳３つ分は離れて

いたよ・もっと強く踏み切って足を上げたほうがいいんじゃ

ないかな。・前よりも高く足があがるようになったね。 
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